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1．まえがき  

ミリ波パッシブイメージングは，被測定物からの微弱な

熱雑音を検知し，撮像を行う技術である[1]．本報告では，

レンズアンテナに代わり，導波管集光漏れ波アンテナを提

案し，簡便な構造変化で位相定数分布を不均一に与えるこ

とにより，レンズ集光効果を得た結果を報告する． 

 

2．構造  

提案アンテナの構造を図 1 に示す．漏れ波アンテナとし

て動作する部分は赤色で強調し，給電部と区別して表現し

た．提案アンテナは，文献[2]で提案された導波管スロット

アレーを基本とし，その底面にテーパを与えた構造になっ

ている．ただし，図 1(c)に示すように，xz 面内の幅を z の

関数h(z)=7 - 0.03 z (-50 < z < 50 [mm])とテーパ状に変化させ

る．設計周波数を 35 GHz とし，給電部には矩形導波管

WR-28 を用いる．図 1(b)に示すように，給電は Port 1及び

Port 2 に置かれたモノポールアンテナで行い，TE10モード

を励振する． 

 

3．解析結果  

図 1(c)の座標系で (z, x)=(115, 100) [mm]の位置 Sに集光す

るための所望の位相定数と， FDTD 解析(SEMCAD-X)を用

いて設計した位相定数分布(35 GHz)を図 2に示す． 数値解

析では，z軸上の-50 < z < 50 [mm]における電界 Eyを求め，

任意の位置 zにおける進行波の波長から位相定数を求めた．

図 2 より，解析値は所望の位相定数に近いことが分かる．

xz 面における電界|Ey|分布を図 3に示す．近傍界が点 S付近

に向かっており，概ね集光している様子が確認できる．可

逆定理により，アンテナの特性は送受信対称であることか

ら，提案アンテナは点 S に置いた波源からの電界を効率よ

く受信すると言える．したがって，提案アンテナはパッシ

ブイメージング用集光アンテナとして有効である． 

  

4．まとめ  

導波管の底面にテーパ構造を与えることで集光が可能な

導波管漏れ波アンテナを提案した．FDTD 解析を用いた設

計により，所望値に近い不均一位相定数分布を設計できた． 
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(a) 俯瞰図 

 

 

 

 

(b) 平面図(yz面) 

 

 

 

 

(c) (a)の断面図(xz面) 

図 1 導波管漏れ波アンテナの構造 

 

 
図 2 位相定数分布（所望値と FDTD 設計値） 

 

図 3 電界|Ey|分布(35 GHz) 
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